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１．小田川合流点付替え事業における

環境保全措置等の概要
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1.1 小田川合流点付替え事業における環境保全措置等の概要

※赤字：環境モニタリング調査の実施項目

環境要素
環境影響評価書

その他
モニタリング環境保全措置

環境保全措置と併せて
実施する対応（環境配慮）

事後調査

大気
環境

大気質（粉じん等） 排出ガス対策型建設機械の採用、工事車両のタイ

ヤ洗浄、散水、低騒音型･低振動型建設機械の採用、

作業方法改善、工事車両の運行台数平準化

－ －
工事中の騒音・振動

の監視
騒音

振動

水環境
土砂による水の濁り 濁水処理施設等の設置 － － 水質等の監視

健康項目(砒素･鉛) － 砒素や鉛等の水質の監視 － 水質等の監視

地下水 － － － 地下水の監視

動物
重要種、
注目すべき生息地

チュウサギの新ねぐらの整備※1、工事前の
個体誘導※2

デコイによる個体誘導実験
現ねぐらの伐採時期の配慮

ねぐらの利用調査周
辺生息状況調査

伐採前後のねぐらの

利用調査

－
猛禽類への配慮(猛禽類調査) － －

タナゴ類の保護移動
タナゴ類等の生息状況調査

－ 供用後モニタリング

植物 重要種、群落

アサザの個体移植
移植等に関する実験、移植の危険分
散(壁泉池・小田川)、仮移動中の維持
管理（壁泉池・小田川）

移植後モニタリング －

ホソバイヌタデ、ヤナギヌカボ、コゴメカゼク
サの表土撒き出し※3、播種

種子の採取・保管、移植等に関する実
験(発芽実験)、分布調査、移植地選定、
播種後のモニタリング

播種後のモニタリン
グ（付替え河道）

－

－ － －
ウマスゲの移植、移

植後モニタリング、

維持管理※4

－ 植物の生育・生育環境の調査 － 供用後モニタリング

生態系
地域を特徴付ける
生態系

サギ類の新ねぐらの整備※1、工事前の個体
誘導※2

デコイによる個体誘導実験
現ねぐらの伐採時期の配慮

ねぐらの利用調査周
辺生息状況調査

伐採前後のねぐらの

利用調査

－

動植物の生息･生育環境の調査 供用後モニタリング

タナゴ類の生息環境保全検討 供用後モニタリング

多自然川づくりの検討 － 整備後モニタリング

外来生物の拡散防止 － －

景観
主要な眺望点、
景観資源、眺望景観

南山掘削部法面の緑化(緑化法検討)
新合流点付近堤防護岸の覆土

－ － 施工後モニタリング

廃棄
物等

建設工事の副産物
脱水ケーキ処理、アスファルト塊等、伐採木
の再生利用

－ － －

注）その他モニタリング：岡山県知事意見、フォローアップ委員会の意見等を踏まえて実施するモニタリング
※1：既存ねぐら伐採後に代替ねぐら（八幡山）の利用が確認されたため、新ねぐらの整備（環境保全措置）不要について、有識者より助言・指導あり（R5年9月）。
※2：「ねぐらの伐採時期の配慮」（環境配慮）実施により、既存ねぐら伐採前の個体誘導の不要について、有識者より助言・指導あり（R5年5月）。
※3：フォローアップ委員会準備会（H28年度）において、「播種」による実施が採択され、「表土撒き出し」は不採用となった。
※4：福松橋下流側の移植地で良好に生育するため、有識者より他所への再移植等は不要であり、R5年でモニタリング調査を終了してよいとの助言・指導あり（R6年4月）。 2





1.3 前回委員会時にご指摘を受けた内容と対応について
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番号 前回委員会時にご指摘の委員意見 委員 対応 資料

①

【動物】
堤外水路は在来タナゴの重要な生息環境である。
供用後に水枯れや水位低下が起きないように注
意してほしい。また、水位低下時に、一気にサギ
類が集まって餌場になることがあるので注意して
ほしい。

委員

堤外水路の上流側で水位確保のため河
床を掘削(R5.10)。水位低下の影響が想定され
る箇所の在来タナゴ類と二枚貝を保護移動を
実施(R5.11）。R6年度は他の調査に合わせて
堤外水路の巡視を実施、瀬切れの確認なし。

資料2
P15記載

②
【植物】
アサザ池の水位観測を実施してほしい。

委員 自記水位計による連続観測（R6.6-)を実施。
資料2
P34記載

③
【植物】
アサザ池では在来の沈水植物とアサザの共存を
目指すことが良い。

委員
委員

R5年度はアサザの生育を阻害する状況が
あったため沈水植物を除草したが、R6年度は
沈水植物の過繁茂は見られず、除草は行って
いない。現在は共存する状況にある。

－



1.4 小田川合流点付替え事業における環境モニタリングの結果概要（まとめ）

環境要素 取り組み内容 結果概要

1.水環境

土砂による水の濁り
健康項目(砒素･鉛)

(1)水質等の監視 (2)濁水処理水質の監視 定期調査結果から評価基準を満足。

地下水 (2)地下水の監視
柳井原地区では貯水池の水位低下工後（R1.9月）に水位が低
下、その後は全地点で降雨に伴い水位が変化する以外は大き
な変動なし。

2.動物
重要種、
注目すべき生息地

(1)タナゴ類の生息状況等調査、堤外水路の水
位・ＤＯの監視

タナゴ類は、 堤外水路では工事前と同程度、小田川本流と
堤外水路では供用後に減少。二枚貝は、 堤外水路で

は工事前と同等以上、小田川本流では供用後に減少。堤外水
路では瀬切れは確認されず、過年度と同様ＤＯ値の低い時期
はあったが、魚介類の大量斃死は未確認。

(2)多自然川づくり箇所の魚類調査
造成後1年目であり、タナゴ類は未確認だが多種の魚類を確認。
アサザ池では二枚貝も多数確認され、今後はタナゴ類が定着
する可能性を示唆。

3.植物 重要種、群落

(1)アサザの移植後モニタリング、移植個体の維
持管理

アサザ池への本移植を実施。食害防止柵外では一部の個体が
消失したが、柵内の個体を中心に良好な生育を確認。柵の拡
張、アカミミガメの捕殺、試験的な波除けの設置を実施。二万
橋ワンドの仮移植個体の自然定着を確認。

(2)ホソバイヌタデ等の播種後のモニタリング
付替え河道に播種。開花・結実期の調査では、対象3種（ホソバ
イヌタデ、ヤナギヌカボ、コゴメカゼクサ）は小田川本流の過年
度播種箇所周辺では未確認だが、付替え河道内で定着を確認。

4.生態系
地域を特徴付ける
生態系

(1)重要種モニタリング調査

工事前と同程度の重要種の生息・生育を確認。H30.7月豪雨後
は当該事業を含む河川工事により堤外地の環境が大きく変化。
不定期的な環境変化に適応的に生息・生育する重要種に占め
られていたことが要因の一つと推察。

5.景観
主要な眺望点、
景観資源、眺望景観

(1)堤防護岸（新合流点付近）の覆土等モニタリ
ング調査

覆土箇所には植生が定着して緑被が回復。眺望景観を確保。

6.その他
多自然川づくり箇所
の空撮

(1)整備された多自然川づくり箇所の現況把握
整備1年目であり、裸地が目立つ。クリーク、アサザ池は形状を
保っている。

注）背景色の凡例（ ：環境保全措置、 ：環境保全措置と併せて実施する対応、 ：事後調査、 ：その他モニタリング）

5



２．環境モニタリング調査結果の概要

～令和５年９月から令和６年１１月まで～
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2.1 水環境調査（定期水質調査：H26～R7年度）

４）調査結果
調査結果として、新合流点下流の水質結果を示す。

定期水質調査結果（地点：新合流点下流）

◆環境基準が設定されている項目は、令和4年6月のBODを除き、すべて基準を満足。

8

最 小 最 大 平 均 最 小 最 大 平 均 最 小 最 大 平 均 最 小 最 大 平 均

SS ㎎/L 1 8 3 1 5 3 1 9 4 1 13 4 25以下

濁度 度 1.9 10.2 4.4 2.3 5.3 3.6 1.7 8.8 3.6 1.4 10.7 4.5 －

溶存酸素量 DO ㎎/L 7.4 12.1 9.7 7.7 12.1 9.6 7.3 12.7 9.8 7.9 12.9 10.0 5以上

有機物 BOD ㎎/L 0.5 1.2 1.0 0.5 1.2 0.7 0.5 1.2 0.9 0.5 3.1 1.5 3以下

総窒素 ㎎/L 0.40 1.07 0.71 0.43 0.93 0.70 0.42 0.84 0.67 0.54 0.96 0.68 －

総リン ㎎/L 0.018 0.074 0.033 0.019 0.046 0.033 0.024 0.061 0.038 0.020 0.064 0.034 －

クロロフィルａ μg/L 1.3 3.7 2.5 1.3 7.2 2.7 1.1 9.0 3.5 1.3 14.0 5.6 －

鉛 ㎎/L <0.001 <0.001 － <0.001 <0.001 － <0.001 <0.001 － <0.001 <0.001 － 0.01以下

砒素 ㎎/L 0.001 0.001 － 0.001 0.001 － <0.001 0.002 － 0.001 0.002 － 0.01以下

環境基準値

水の濁り

富栄養化

健康項目

令和2年9月～令和3年8月 令和3年9月～令和4年8月
項 目 単 位

平成30年9月～令和元年8月 令和元年9月～令和2年8月

・平成30年9月～令和4年8月

・令和4年9月～令和6年11月

1.赤字は環境基準値の超過を示す。
2.平均値のうち、BODは75％値、それ以外は算術平均を示す。なお、健康項目は平均値を算出しない。

最 小 最 大 平 均 最 小 最 大 平 均 最 小 最 大 平 均

SS ㎎/L 1 16 5 2 7 4 4 14 6 25以下

濁度 度 0.4 13.3 4.6 1.2 7.0 3.6 3.4 10.7 5.8 －

溶存酸素量 DO ㎎/L 8.0 13.0 10.0 8.0 12.0 10.5 7.5 10.0 8.9 5以上

有機物 BOD ㎎/L 0.8 2.7 1.5 0.7 2.1 1.3 0.5 2.8 1.8 3以下

総窒素 ㎎/L 0.45 0.99 0.82 0.43 1.01 0.70 0.69 1.47 0.88 －

総リン ㎎/L 0.013 0.092 0.035 0.015 0.058 0.033 0.026 0.106 0.066 －

クロロフィルａ μg/L 1.3 9.2 3.3 2.7 5.8 3.7 0.9 19.0 5.8 －

鉛 ㎎/L <0.001 <0.001 － <0.001 <0.001 － <0.001 <0.001 － 0.01以下

砒素 ㎎/L <0.001 0.001 － <0.001 0.001 － <0.001 0.003 － 0.01以下

富栄養化

健康項目

令和4年9月～令和5年8月 令和5年9月～令和6年3月 令和6年4月～令和6年11月
環境基準値

水の濁り

単 位項 目











































2.2 動物調査（多自然川づくり箇所の魚類調査：R6～R8年度）

29

【二枚貝の確認状況】

◆クリーク：二枚貝を少数確認。

◆アサザ池：多数の二枚貝を確認。

また、再生産個体も確認。

【今後の生息環境の変化】

◆クリーク：河岸の地形や植生の生育状況

が大きく変化することが予測

される。

◆アサザ池：アサザの生育状況により、在

来タナゴ類の隠れ家が創出さ

れることが期待される。

アサザ池で確認された二枚貝（R6.8）

アサザ池に生育するアサザ（R6.8）

⇩

アサザ池では、繁殖場所として

高いポテンシャルを有する可能性が示唆



























供用後の重要な動植物の生息・生育状況および、生息・生育環境の
確認

2.4 生態系調査（重要種モニタリング調査：R6年度）

（１）重要種モニタリング調査

１）調査目的

２）調査内容
調査項目 内容・方法 範囲・位置 時期

哺乳類
目撃法、フィールドサイン法 調査範囲全域

夏(6月),秋(10月),
春(3月)

トラップ法 4地点(St.7,St.8,St.9,St.13)
自動撮影法 2地点(A,B)

両生類・爬虫類 任意観察法 調査範囲全域
夏(6月),秋(10月),
春(3月)

鳥類
ラインセンサス法 4ライン(L1,L7,L8,L9)

夏(6月),冬(1月)定点センサス法 5定点(T7,T8,T9,T13,T14)
任意観察法 調査範囲全域

陸上昆虫類・クモ類
任意採取法 調査範囲全域

春(5月),夏(7月),
秋(10月)

ライトトラップ法(ボックス法)
4地点(St.7,St.8,St.9,St.13)

ベイトトラップ法

魚類
捕獲法(投網、タモ網、セルびん、刺
網、はえ縄、小型定置網、潜水目視、
電撃捕漁器)

6地点(南山橋,琴弾橋,柳井原中流部
柳井原下流部,水江,新合流点下流)

春(5月),夏(8月)

底生動物
定量採集 6地点(南山橋,琴弾橋,柳井原中流部

柳井原下流部,水江,新合流点下流)
夏(7月),冬(2月)

定性採集

陸産貝類 任意採集法 調査範囲全域
梅雨期(6月),
秋雨期(9月)

植物(種子植物・シダ
植物等)

任意観察法 調査範囲全域 春(5月),秋(9月)

植物(蘚苔類) 任意採集法 調査範囲全域
梅雨期(6月),
秋雨期(9月)

※青字は調査結果整理中、赤字は調査実施予定の項目を示す。 42





４）調査結果

2.4 生態系調査（重要種モニタリング調査：R6年度）

調査項目 確認種※1 未確認種※2

哺乳類 3科4種 モモジロコウモリ,ヒナコウモリ,カヤネズミ,イタチ属 －

両生類 4科5種
セトウチサンショウウオ,アカハライモリ,トノサマガエル,ナゴヤダルマガエ
ル,シュレーゲルアオガエル

－

爬虫類 3科3種 ニホンスッポン,ヤモリ属,シロマダラ －

鳥 類 6科7種 チュウサギ,ヒクイナ,ケリ,イカルチドリ,ミサゴ,フクロウ,チョウゲンボウ 4科4種
カッコウ,ハイタカ,ハヤブサ,
オオムシクイ

陸上昆虫類
・クモ類

14科18種

キノボリトタテグモ,コガネグモ,キイロサナエ,オグマサナエ,エノキカイガラ
キジラミ,コオイムシ,ヒメミズカマキリ,ツマグロキチョウ,アシナガモモブト
スカシバ,キベリマメゲンゴロウ,スジヒラタガムシ,コガムシ,キボシトックリ
バチ,ヤマトアシナガバチ,モンスズメバチ,アオスジクモバチ,キアシハナダカ
バチモドキ,キバラハキリバチ

4科7種

ワスレナグモ,タベサナエ,フ
タスジサナエ, シロヘリツチ
カメムシ,カギモンハナオイ
アツバ,クロマルハナバチ,ナ
ミルリモンハナバチ

魚 類 8科21種

ニホンウナギ,ギンブナ,ヤリタナゴ,アブラボテ,カネヒラ,シロヒレタビラ,
,カワヒガイ,ゼゼラ,ツチフキ,ドジョウ,サンヨウコガタス

ジシマドジョウ,チュウガタスジシマドジョウ,アカザ,ミナミメダカ,オヤニラ
ミ,カジカ(中卵型),オオヨシノボリ,ゴクラクハゼ,シマヒレヨシノボリ,ウキ
ゴリ

－

底生動物 13科21種

クロダカワニナ,マメタニシ,モノアラガイ,ヒラマキミズマイマイ,クルマヒラ
マキガイ,ササノハガイ,マツカサガイ広域分布種,カラスガイ族,ミドリビル,
イボビル,ミゾレヌマエビ,キイロサナエ,ナゴヤサナエ,オグマサナエ,コオイ
ムシ,ヒメミズカマキリ,マルチビゲンゴロウ,キベリマメゲンゴロウ,スジヒラ
タガムシ,コガムシ,ヨコミゾドロムシ

－

陸産貝類 4科7種
ナガオカモノアラガイ,ウメムラシタラ,オオウエキビ,ヒメカサキビ,チクヤケ
マイマイ,コオオベソマイマイ,シメクチマイマイ

1科1種 カタマメマイマイ

植物(種子植物
・シダ植物等)

15科24種

ヒメミズワラビ,イバラモ,ヒメコウガイゼキショウ,ウマスゲ,ヤガミスゲ,ホ
ザキマスクサ,ミズタカモジグサ,コゴメカゼクサ,タコノアシ,シラガブドウ,
コイヌガラシ,ヤナギヌカボ,サクラタデ,ホソバイヌタデ,コギシギシ,イシモ
チソウ,オオアブノメ,カワヂシャ,ヤマジソ,ミゾコウジュ,イヌゴマ,キキョウ
アサザ,フジバカマ

4科4種
アワガエリ,イヌハギ,ホソバ
イラクサ,コキクモ

植物(蘚苔類) 3科3種 イチョウウキゴケ,コウライイチイゴケ,ヤワラゼニゴケ －

※1)供用後(R6)調査で確認された種であり、青字は新規確認種、緑字は他の調査で確認された種を示す。
※2)工事前(H29)調査で確認されたが、供用後に確認されなかった種を示す。

◆工事前(H29)調査と概ね同程度の種数を確認、新たな種も複数確認。
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３．今後の環境モニタリング調査予定

～令和６年１２月から令和７年１１月まで～
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